
 

 

 本研究の実践化のために、「道徳的価値を意識した学習過程の作成」と「『Ｉあい活動』の工夫と活用」

に重点を置きます。「Ｉあい活動」とは、学習過程の中に位置付けたショートの時間（帰りの会、朝の会）

において、自他の活動のよさを見付け合う活動のことです。 

 

 

 

 

  「学校行事」は、「学級活動」「児童会活動」「クラブ」と並ぶ、特別活動の内容の一つです。学校行

事の目標は、学習指導要領に下記のように示されています。 

 

 

 

 

 

 この学校行事の目標には、人間関係を築くための「相互理解」や「思いやり」、「友情」、協力してよ

りよい学校生活を築こうとする「よりよい学校生活、集団生活の充実」など、多くの道徳的価値が含ま

れています。同じように、学校行事一つ一つのねらいにも、道徳的価値が含まれていると考えます。例

えば、地域の方々とふれ合う学校行事では「感謝」や「親切・思いやり」など、交通安全教室では「規

則の尊重」などです。この道徳的価値を意識し、学校行事の事前、事後を充実させ、学習過程を工夫し

ます。しかし、授業時数に限りがあることから、対象とする学校行事を重点化したり、効率的な自己目

標の決定や振り返りを工夫したりすることも必要になります。また、児童の実態に合わせて、自覚を促

す道徳的価値を意図的に仕組むことも必要だと考えます。これらのことに気を付けながら、生活上の課

題を見いだす過程で児童に道徳的価値について考える機会をもったり、自他の言動に含まれる道徳的価

値に気付くように仕組んだりします。 

 学校行事を中心とした学習過程において育てたい資質・能力を見通し、育てたい児童の姿をイメージ

し、児童に自覚を促す道徳的価値を意識しつつ、学習過程を作成していきます。 

学習過程を作成する際に整理しておきたいことは、下記のとおりです。次頁図１に示したイメージ図

において、学習過程を整理しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 本研究の実践化 

学習過程の作成のために 

学校行事を通して、望ましい人間関係を形成し、集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神

を養い、協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる。 

文部科学省 『小学校学習指導要領解説 特別活動編』 平成20年８月 p.89より引用 

ア 道徳的価値を意識した学習過程の作成 

 

 

学習過程のイメージ図を作成する手順 

① 対象とする学校行事を決めます。 

② 学校行事のねらいや特徴を整理します。 

③ 学校行事に関わる学級の課題を書き出します。 

④ 学校行事のねらいと学級の課題を踏まえて、学校行事を中心とした学習過程で「育てたい

姿」をイメージします。 

⑤ 「特別活動で育成すべき資質・能力の３つの視点」で整理し、本学習過程で育てたい資質・

能力を確認します。 

⑥ 指導する上で教師が意識し、児童にも意識させたい道徳的価値を決めます。 

⑦ 事前、事後の学習過程を考えます。 

平成28年度　小学校特別活動

佐賀県教育センター本研究の実践化－1



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   特別活動は、他の教育活動とは異なり、全校又は学年の全児童が集団として活動することから、全

教師が関わって年間計画を作成し、全教師が組織的に指導に当たることになります。しかし、学校行

事の一部を児童の自治的な実践の場として保障すれば、学級活動(1)との関連を図り、話合い活動にお

いて集団決定したことを実践させることができます。また、学校行事の事前指導としての学級活動（2）、

「学校行事への協力」としての 児童会活動など、内容相互の関連を効果的に図ることで、一人一人が

目標をもって主体的に参加する学校行事を行うことができます。 

 

 

 

 

人間関係形成・・・ 

社会参画・・・ 

自己実現・・・ 

 

事前の学習 

学校行事 

事後の学習 

学校行事に各活動、道徳科の特質を生かすために 

育
て
た
い 

資
質
・
能
力 

⑦特別活動の各活動、道徳科の役割を考え、効果的だと考えられ

る、事前の学習過程、事後の学習過程を検討します。 

ね
ら
い
や 

特
徴 

学
級
の 

課
題 

④学校行事のねらいや特徴と学級のもつ課題から、

「育てたい本学級の子供たちの姿」を考えます。 

 

育
て
た
い

児
童
の
姿 

⑥児童に自覚を図りたい道徳的価値を明ら

かにして、指導計画へとつなげます。 

 

①他の内容、道徳科と関連させる学校行事を決めます。 

②決めた学校行事のねらい

や特徴を挙げます。 

③ねらいを達成する上での課

題となることを挙げます。 

図１ 道徳性の育成を意識した学習過程づくり 

自
覚
を
図
る 

道
徳
的
価
値 

⑤人間関係形成は「集団の中で、人間関係を自主的、実践的によりよいものへと形成する視点」、社

会参画は「よりよい学級・学校生活づくりなど、集団や社会に参画し様々な問題を主体的に解決

しようとする視点」、自己実現は「集団の中で、人間関係を自主的、実践的によりよいものへと形

成する視点」で、育てたい資質・能力を考えます。 

学
校 

行
事 
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   道徳科については、学校行事で育てたい道徳的価値を明らかにし、その内容項目についての道徳科

の授業を学校行事前に意図的に行うことで、学校行事と道徳科の往還的な学習を仕組むことができる

と考えます。また、学校行事で児童の感想を資料として道徳科の授業を行うことで、自他の成長に気

付き、自己の生き方を見つめる効果を高めることができると考えます。下の図２は、学校行事と、各

活動や道徳科との関連についてまとめたものです。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  特別活動の各活動、道徳科の特性を生かしながら、学校行事の活動過程を充実させることで、児童が

ねらいを明確にもって、自他の実践活動や体験活動を行い、自己の成長に気付くことができる振り返り

にしていきます。 

 

学級活動(1) 

学級活動(2) 

児童会活動 

道徳科 

学校行事の一部分を児童に任せ、自主的な活動の場とする。話合い活動におい

て集団決定をして、役割分担し実践する。 

学校行事を通して考えることができる課題を示す。課題の解決方法について話

合いを通して考え、自己目標を決定し、学校行事及び事前、事後で実行する。 

「学校行事への協力」として、代表委員会において、学校行事のテーマや工夫

について話し合い、役割分担をし、実践する。 

学校行事を通して育てたい道徳性を明らかにして、その内容項目についての道

徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

学級活動(1) 

学級活動(2) 

児童会活動 

道徳科 

学校行事の成功体験を生かすための活動を立案し、集団決定した上で実践す

る。 

学校行事において自分のめあてに向かって努力したことを振り返り、さらに高

めるための課題を見付け、自己目標を決め、実行する。 

「学校行事への協力」として行った実践活動について振り返り、自他の言動の

よさを認め合う。 

学校行事についての日記等の記述を資料として活用し、実践活動に含まれる道

徳的価値の自覚を深める。 

ショート 学校行事における実践活動について、自己目標を立てたり、自己目標を振り返

ったり、自他の言動のよさを見付け合ったりする。 

ショート 学校行事における実践活動について、自己目標を振り返ったり、自他の言動の

よさを伝え合ったりする。 

学校行事 ねらいを意識して実践活動に取り組む。 

学校行事との関連 

学
校
行
事
前 

学
校
行
事
後 

図２ 学校行事と、各活動や道徳科との関連 
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 次は、本研究の検証授業として取り組んだ６年生の例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校・学年 学級 

  

学習過程の作成例 

・運動に親しむ態度の育成、責任感や連帯感

の涵養、体力の向上をねらいとする。 

・実施に至るまでの過程を大切にしなければ

ならない。 

 

 

・体育大会に取り組む意欲の２極化が予

想される。 

・集団の中で、自信をもって活動できな

い児童がいる。 

体育大会の成功のために、一人一人が自分の役割に責任をもち、 

協力しようとする姿 

・責任感  

・よりよい学校生活、

集団生活の充実 

  

         

    

育
て
た
い 

資
質
・
能
力 

ね
ら
い
や
特
徴 

学
級
の
課
題 

育
て
た
い 

児
童
の
姿 

人間関係形成 
よりよい人間関係を育むための

思考力・判断力・表現力 

 

社会参画 

自己実現 

自分のよさや可能性を生かそうと

する態度 

 
自己の役割や責任を進んで果たす

ことができる力、所属感、連帯感 

 

自
覚
を
図
る 

道
徳
的
価
値 

代表委員会において率先して役割を引き受

け、最上級生としての役割や責任を果たす

活躍の場を増やす。 

児童会活動 

体育大会の成功のために、学級の全員が役

割をもって活動できるように、学級会で、

活動内容と役割分担を決定する。 

・役割についての目標を自己決定する。 

・「よさ見付け活動」において、役割につい

ての自他の言動のよさを見付け合う。 

学級活動(1) 

競技や係の役割に責任をもち、目標を意識

して取り組む。 

・体育大会の役割について振り返る。 

・「よさ見付け活動」において、体育大会当

日の役割についての自他の言動のよさを

見付け合い、承認し合う。 

 

ショート 

「Ｉあい活動」の記述を基に、体育大会で

の役割について振り返り、自分の成長を実

感し、課題や目標に目を向ける。 

道徳科 

ショート 

学校行事 

体育大会 
学
校 

行
事 
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  本研究では、自他の言動のよさを見付け合い、 付箋に

書いて、紹介したり渡したりする活動を「Ｉあい活動」と

名付けました。図３は、４年生の実践において「Ｉあい活

動」のねらいを児童に説明する際に使ったプレゼンスラ

イドです。「Ｉ」は「私が（は）」という主語を意味し、自

分がどう思ったのか自分の言葉で伝えること、「あい」は

「認め合い」からとっており、互いのよさを見付け合い認

め合う関係をつくることをねらいとしていることを話し

ました。 

  よさを書き留める付箋のことを「Ｉメッセージカード」と呼び、友達の言動のよさを見付けて「Ｉメッ

セージ」を書くことを価値付け、いろいろな友達の言動のよさをいろいろな視点から探し、自分が何を気

付きどう感じたのかを書くようにしました。 

 

 

  「問題の発見・確認」、「解決方法の決定」、「決めたことの実践」、「振り返り」といった一連の実践の過

程で、児童が自他の言動のよさを見付け合うことで、よりよい人間関係の形成、よりよい生活の構築へ目

を向けられるにしていきたいと考えます。そこで、学習過程の中に、適切な期間、「Ｉあい活動」を取り入

れます。特別活動は「望ましい集団活動を通して」という方法原理をもちます。明確な教師の意図や手立

てがないと、互いのよさを見付け合う活動でも、効果が出なかったり、逆に児童に悪影響を与えることに

なったりしかねません。長期間の「よさ見つけ活動」を行う場合、どのような相手に、どのような内容の

よさを見付ける方法を取るのか、見通しをもって取り組む必要があると考えます。そこで、どのような配

慮が必要で、どのような手立てが有効か検討しながら進めていきました。実践での「よさ見つけ活動」を

例に挙げます。 

 

 

 
配慮したいこと 

配慮したいことへの手立て 

上段：６年生での実践 下段：４年生での実践 

相手 

相手を絞ること

で具体的な活動

や行動のよさを

見付けられるよ

うにします。 

誰もがよさを見

付けられるよう

に、また、見付

けてもらえるよ

うにします。 

 

六
年
生 

体育大会に関わる４つの を通していろいろな人と関われるようにグ

ルーピングし、その でよさを見付け合わせた

ため、必然的に、学級を超えていろいろな友達のよさを見付けることにな

るようにしました。

というルールを決めました。

四
年
生 

学級の班で、 を担うようにし、遠

足当日までは、 ようにしました。遠

足後は、相手を広げて、クラスの友達のよさを見付けるようにしましたが、

と

いうルールを決めました。 

イ 「よさ見つけ活動」（「Ｉあい活動」）の工夫と活用 

「Ｉあい活動」を効果的に行うために 

「Ｉあい活動」とは 

図３「Ｉあい活動」の説明のプレゼンスライド 

表１ 「Ｉあい活動」を行う上で配慮したいこととその手立て 
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方法 

友達に見付けた

よさを伝えるよ

うにします。 

具体的なよさを

見付けられるよ

うに手立てを取

ります。 

 

六
年
生 

帰りの会で「Ｉメッセージ」を書き、学年の廊下に掲示した

ようにし

ました。

という約束をつくり、どの役割について書いているのか

見て分かるようにしました。

「Ｉあいめがね」を活動のよさを見付けるヒントとしました。 

四
年
生 

帰りの会で「Ｉメッセージカード」を書き、遠足当日分までは、班の友達

に書いた「Ｉメッセージカード」を書き溜め、遠足翌日に

ようにしました。遠足後は、書いた日に「Ｉメッセー

ジカード」を渡して、もらった友達は「ありがとうカード」を返すように

しました。

、行動のよさを見付けるヒントとしました。 

※「配慮したいこと」の は「配慮したいことへの手立て」に赤文字で、「配慮したいこと」の は「配 

慮したいことへの手立て」に青文字で記しています。 

 

 

 

   「Ｉあい活動」で記述した「Ｉメッセージカード」を

帰りの会で紹介し、友達の言動のよさや実践への思いを

児童が共感できるように努めました。 

また、「Ｉメッセージカード」の内容を道徳科の資料と

して使い、言動に含まれる道徳的価値の自覚を深めると

もに、児童が自他の成長に気付けるようにしました。図

４は、６年生の検証授業の導入で使用したプレゼンスラ

イドです。児童とともに、「Ｉメッセージカード」のもつ

温かい気持ちになれるという効果を確

認し、本時のめあてにつなげました。図

５は、４年生の検証授業で使用したワ

ークシートの一部です。「Ｉメッセージ

カード」９枚をワークシートに載せ、温

かい気持ちになることを確認した上

で、どんな「ぽかぽかコミュニケーショ

ン」についてのよさ見付けができてい

るのか、また、その「ぽかぽかコミュニ

ケーション」によってどのような気持

ちになるのかを考えました。 

 

 

 

 

・文部科学省 『小学校学習指導要領解説 特別活動編』 平成20年８月 p.89 

「Ｉあい活動」の活用 

図４ 第６年検証授業のプレゼンスライド 

図５ 第４学年検証授業のワークシートより 
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